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共　同　研　究　室

１９８６年度第７回研究会（１０月１７目）

レテーマ　アメリカ暮らし

　報告者　目高正好氏

１９８６年度第８回研究会（１０月３１目）

〉テーマ　労働ｒ改革」をめぐる理論状況

　報告者　三好正巳氏

１９８６年度第９回研究会（１１月７目）

〉テーマ　生活様式の経済理論に向げて

　報告者　角田修一氏

１９８６年度第１０回研究会（１２月１９目）

レテーマ　戦後スポーツ史の展開とスポーツ科学研究の推移

　報告者　山下高行氏

１９８６年度第１１回研究会（１９８７年１月１６目）

〉テーマ　アメリカ経済とＳ　Ｄ
　Ｉ

　報告者藤岡　惇氏

報告要旨

　　なぜアメリカの軍事戦略の中枢に，Ｓ 　Ｄ　Ｉ（戦略防衛構想）が，急に浮上したの

　か。Ｓ　Ｄ　Ｉは，今後のアメリカ経済の展開にどのような影響を及ぽすのか。世界経済

　を活性化するには，Ｓ　Ｄ　Ｉ軍拡以外の道はないのか。以上の諸点について，報告者の

　現在の考え方を次のような柱だてで順に説明した 。

Ｉ． アメリカ合衆国における軍事径済

　　労働力 ・ＧＮ　Ｐ ・耐久工業財中のベソタゴソの購入部分 ・研究開発支出といった指

　標から，軍事経済の位置を大づかみした。その後，¢国際収支への圧迫，　イソフレ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ユ１６７）



１１６　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３５巻 ・第６号）

　の促進，　生産性の停滞，＠市場侵食＝失業増という４点に分げて，恒久的戦時体制

　の経済的 コストの解析を試みた 。

皿． レーガソのｒ強いアメリカ再建」戦略の登場

　　レーカソの戦略の経済学的意味を大把みした後，レーカソ政権の権力中枢を軍産複

　合体勢力が握るに至っている事態を摘出した 。

皿． Ｓ　Ｄ　Ｉ浮上の背景

　　な畦１９８３年３月に急浮上したのか。その背景を，（１）軍事的狙い一対ソ核優位の再

構築，（２）政治的狙い　　核凍結運動への対抗 ・慰撫，（３）経済的狙い　　ハイテク独占

　態勢の再構築に分げて解説した 。

Ｗ． レーガソ再選とＳ　Ｄ　Ｉの本格化

　　前章で述へた核凍結運動溶解の成功，およぴ再選期に景気回復を誘導するための軍

　事ケインズ主義的財政スペソティソグの実行により ，順風下でレーカソが再選された

　経緯を分析した。ついで，このレーガソ再選戦略が　¢減税と軍拡の同時実行による

　財政危機，◎イソフレ防止（外資による国債ファイナソスも）のための高金利→ドル

　高→貿易収支→経常収支赤字→債務国への大転落という因果連鎖の結果たるドル通貨

　危機，＠高金利 ・第三世界への対決姿勢による，第三世界の累積債務危機の深刻化→

世界金融不安，という三大矛盾を生みだしている事情を指摘した。Ｓ　Ｄ　Ｉは，このよ

　うな第２期 レーガソ政権の中軸的政策として実行に移されつつある 。

Ｖ． Ｓ　Ｄ　Ｉ軍拡のうみだす矛盾

（１）破れ傘（局地的部分防衛）戦略への後退

（２）軍拡の経済荒廃作用の激化

（３）西側同盟国内の亀裂

（４）南北対立の激化，の４点に分げて分析した 。

ｖ． 「軍縮と開発」の道

　　国際連合の提唱するｒ軍縮と開発」の方向にそって地球の資源を再配分するため

　に，経済学は，いかたる役割を果たす必要があるかという論点について，以下の順で

提起して，報告の結びとした 。

（１）ｒ軍縮と開発」戦略のヤクロ経済学的意味

（２）民需転換運動を担う労働運動構築の課題

（３）立法運動の成果と課題

　　　　　　　　　　　　　　　　　（１１６８）
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（４）目本の選択

　なお本報告の詳細については，拙稿ｒアメリカ経済とＳ　Ｄ　Ｉ」（目本科学者会議編

『Ｓ　Ｄ　Ｉ』大月書店，１９８７年，所収），拙稿ｒ『軍縮と開発』の経済学をどう構築する

か」（『経済科学通信』第５１号，１９８６年１１月），ロバート ・Ｗ ・デ ィグラス（拙訳）ｒア

メリカ経済と軍拡　　産業荒廃の構図』（ミ不ルウァ書房，１９８７年）などをあわせて

参照されたい 。

　本年度（１９８６年４月以降８７年３月迄）会員が本誌以外に発表した業績はつぎのごとく

である。ただし※印のついたものは昨年度の業績である 。

阿部　顕三

　　‘Ａ　Ｎｏｔｅ　ｏｎ　ｔｈｅ　Ｐｒｏｄｕｃｔ１ｏｎ　Ｐｏｓｓ１ｂ１１１ｔｙ　Ｆｒｏｎｔ１ｅｒ　ｗ１ｔｈ　Ｐｕｒｅ　Ｐｕｂ１１ｃ

　　Ｉｎｔｅｒｍｅｄ１ａｔｅ　Ｇｏｏｄｓ”　＜Ｃａｎａｄ１ａｎ　Ｊｏｕｒｎａ１ｏｆ　Ｅｃｏｎｏｍ１ｃｓ＞　　　　　 １９８６年５月

安齋　育郎

※〔分担執筆〕ｒ世界を読むキーワード」　＜世界＞第４８４号　　　　　　　１９８６年１月

※「核兵器の作用」＜軍縮問題資料＞第６４号　　　　　　　　　　　　　　１９８６年３月

※〔共著〕ｒ地球非核宣言』水曜杜　　　　　　　　　　　　　　　　　１９８６年３月

　　『核戦争と地球　　平和を守るために』岩崎書店　　　　　　　　　　１９８６年４月

　　「平和学習一いま何を考え，なにを学ぶか？」

　　　　　　　　　　　　＜月刊杜会教育＞第３５４号　　　　　　　　　　１９８６年５月

　　ｒ放射線ホーメーンス　　『徴量放射線の刺激効果』について」

　　　　　　　　　　　　＜原子カニュース＞第７巻　　　　　　　　１９８６年６月

　〔共著〕　６Ｃｏｒｒｅ１ａｔｉｏｎ　ｂｅｔｗｅｅｎ　Ｎａｔｕｒａ１Ｒａｄｉａｔｉｏｎ　Ｅｘｐｏｓｕｒｅ　ａｎｄ

　　　　　Ｃａｎｃｅｒ　Ｍｏｒｔａ１ｉｔｙ　ｉｎ　Ｊａｐａｎ カ

　　　　　　　　　　　　＜Ｊｏｕｒｎａ１ｏｆ　Ｒａｄ１ａｔ１ｏｎ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ＞Ｖｏ１２７　　１９８６年６月

　　ｒ被曝制限値の歴史」＜新地平＞第１４０号　　　　　　　　　　　　　　１９８６年８月

〔共著〕「広島原爆の爆発威力の評価　　熱線の効果にもとつく推定」

　　　　　　　　　　　　＜保健物理＞第２１巻　　　　　　　　　　　　１９８６年９月

　　ｒアメリカの核戦略におげる横田基地の枢要な位置」

　　　　　　　　　　　　『東只 ・横田基地』所収　連合出版　　　　　　１９８６年９月

　　ｒ原子力を考える　　 チェ ルノフイリ原発事故に関連して」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ｕ６９）



１１８　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３５巻 ・第６号）

　　　　　　　　　　　　＜月刊保団連＞第２４６号

　　ｒ現代の科学技術　　軍事技術」『目本の科学技術』所収　大月書店

　〔共著〕「広島原爆の威力の新知見」＜日本の科学者＞第２２巻

　　ｒ核軍拡競争の現段階とＳ　Ｄ　Ｉ」＜経済科学通信＞第５１号

　　「Ｓ　Ｄ　Ｉで核兵器廃絶はできるか？」

　　　　　　　　　　　　＜ヒ肩シマ ・ナガサキの証言＞第２０号

　　‘Ｓｙｍｐｏｓｉｕｍ＿Ｐｅａｃｅ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｓｅａ　ａｎｄ　ｔｈｅ　Ｓｋｙ
”

　　　　　　　　　　　　＜ＰｅａｃｅＳｔｕｄ１ｅｓＮｅｗｓ１ｅｔｔｅｒ＞第６号

　　「原子力開発，チ ェルノブイリ原発事故」

　　　　　　　　　　　　＜ソヤポニカ時事百科＞所収　小学館

上野　俊樹

　　「天皇在位６０周年キャソペーソと中曽根『新国家主義』」（上）

　　　　　　　　　　　　＜季刊　労働者教育＞第５８号

　　「天皇在位６０周年キャソペーソと中曽根『新国家主義』」（下）

　　　　　　　　　　　　＜季刊　労働者教育＞第５９号

犬西　広

　　『転換期の生活協同組合』第７章の皿　大月書店

　　「数学論と数学利用論」＜統計学＞

奥地　正

　　「現代日本の国土 ・環境間題と森林資源　　都市と山村をむすんで一」

　　　　　　　　　　　　＜季刊 ・科学と思想＞Ｎｏ・６３新目本出版杜

小野　一郎

　　「計画 ・管理制度」

　　　犬崎平八郎編『杜会主義経済論』第二編第一章として所収，有斐閣

　〔分担執筆〕「杜会主義と私たちの未来」＜学習の友＞

角田　修一

　　『転換期の生活協同組合』第２章の１　大月書店

　　ｒ現代生活様式の矛盾と生協の役割」

　　　　　　　　　　　　　＜生活協同組合研究＞生活問題研究所

　　「消費杜会論の動向と課題」＜経済科学通信＞第５２号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１１７０）

１９８６年９月

１９８６年１０月

１９８６年１１月

１９８６年１１月

１９８６年１１月

１９８６年１１月

１９８７年３月

１９８６年９月

１９８７年１月

１９８６年５月

１９８６年６月

１９８７年１月

１９８６年１０月

１９８６年１２月

１９８６年５月

１９８７年１月

１９８７年３月
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川崎　誠一

　　“Ｔｅｓｔ１ｎｇ　ｔｈｅ　Ｒａｔ１ｏｎａ１１ｔｙ　ｏｆ　Ｐｒ１ｃｅ　Ｅｘｐｅｃｔａｔ１ｏｎｓ　ｆｏｒ　Ｍａｎｕｆａｃｔｕｒｍｇ

　　Ｆｉｒｍｓ”　　　　　　　　　＜Ａｐｐ１ｉｅｄ　Ｅｃｏｎｏｍｉｃｓ＞Ｖｏ１．１８　　　　　　　　　　１９８６

　　‘Ｔｈｅ　Ｆｏｒｍａｔ１ｏｎ　ｏｆ　Ｅｘｐｅｃｔａｔ１ｏｎｓ　ａｎｄ　ｔｈｅ　Ａｄａｐｔａｔｌｏｎ　ｔｏ　Ｐｅｒｍａｎｅｎｔ

　　ａｎｄＴｒａｎｓ１ｔｏｒｙＳｈｏｃｋｓ”ｍＫＯｐｐｅｎ１ａｅｎｄｅｒｅｄｓ ，Ｂ〃ｓｚ肋ｓｓＣツ６Ｚ８

　　Ｓ〃榊ツＳ伽肋んＳ２ＳＳ舳〃¢げＥ６０〃０〃６ん肋伽

　　　　　　　　　　　　Ｇｏｗｅｒ　Ｐｕｂ．Ｃｏ ．， Ａｄ１ｅｖｓｈｏｔ，　　　　　　　　　１９８６

小檜山　政克

　　ｒマルクスにおげるｒ所有』概念の展開」

　　　　　　　　　　　　＜商学論纂＞中央大学第２８巻第５ ，６号　　　１９８７年３月

小牧　聖徳

※「偉大なる経済学老の『人生六十奇数年』」＜立命評論＞　　　　　　　１９８５年１１月

　　「先生の研究」『回想の武藤守一』所収　法律文化杜　　　　　　　　　１９８６年９月

塩田庄兵衛

　　「天皇制と労働運動」＜労働運動＞　　　　　　　　　　　　　　　　１９８６年４月

　　「産業報国会はなにをしたか」＜労働運動＞　　　　　　　　　　　　１９８６年５月

　　『実録　６０年安保闘争』新日本出版杜　　　　　　　　　　　　　　　１９８６年６月

　　『戦後日本の杜会運動』労働旬報杜　　　　　　　　　　　　　　　　１９８６年９月

　　「世界科学者連盟国際フォーラム『科学 ・技術 ・平和』と総会について」

　　　　　　　　　　　　＜季刊　科学と思想＞６３号　　　　　　　　　　１９８７年１月

　　『京都にて　　ユ９７４～１９８７』自費出版　　　　　　　　　　　　　　　１９８７年３月

杉野　囲明

　　「丹後地域の諸問題」＜京都地域研究＞立命館大学人文科学研究所　　　１９８７年３月

高内　俊一

　　ｒ円急騰の背景とｒ経構研』報告」＜経済＞Ｎｏ．２６６　　　　　　　　　１９８６年６月

田中　宏道

　　『現代の経済理論』の内第Ｉ部７～１０章　新評論　　　　　　　　　　　１９８６年４月

辻井　榮滋

※〔訳書〕『ジャック ・ロソドソ自伝的物語』　晶文杜　　　　　　　　　１９８６年２月

※〔共訳書〕『すべての子どもにたしかな学力を』　明治図書　　　　　　１９８６年３月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１ユ７１）



１２０　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３５巻 ・第６号）

　　「わが１９８５年度と訳書を語る」＜衣笠＞５号

〔訳書〕『ジ ョソ ・バーリコーソ』現代教養文庫（杜会思想杜）

戸木田　嘉久

　　ｒ戦後日本におげる階級構成の変化と労働者階級の状態」（上）

　　　　　　　　　　　　＜科学と思想＞Ｎｏ．６０

　　ｒ戦後日本におげる階級構成の変化と労働者階級の状態」（下）

　　　　　　　　　　　　＜科学と思想＞Ｎｏ．６１

　　「目本独占資本の『強さ』の秘密」＜経済＞Ｎｏ．２６７

　〔編〕ｒＭＥ　ｒ合理化」と労働組合』大月書店

　　ｒ反核平和の課題と労働組合運動」＜労働運動＞Ｎｏ．２４９

　　ｒ産業構造転換政策に対する国民的運動の展望」

　　　　　　　　　　　　＜中小商工業研究＞Ｎｏ９

藤岡　惇

　　ｒ日本におげる杜会科学の動向 ・経済学」＜杜会科学研究年報＞第９号

　　ｒアメリカ経済論ゼミの５年間」＜経済学教育＞第５号

　　「主体形成と生活者論」＜経済科学通信＞第５０号

　　ｒ『軍縮と開発』の経済学をどう構築するか」＜経済科学通信＞第５１号

松野　周治

　　「誰のために何のために一援助と借款」

　　　杉本昭七他編『現代世界情勢をとらえる』所収　東洋経済新報杜

　〔書評〕ｒ皆村武一著ｒイタリアの戦後改革　　戦後経済序説　　』」

　　　　　　　　　　　　　＜日本の科学老＞Ｖｏ１－２２Ｎｏ．２

　　「日本植民地金融史研究についての覚書　　波彩昭一『日本植民地金融

　　　政策史の研究』の検討をもとに一」

　　　　　　　　　　　　　＜新しい歴史学のために＞第１８６号

三好　正巳

　　ｒ労働市場の『柔軟性』と労使関係の『制度化』　　最近の労働ｒ改革』

　　　をめぐっ て」　　　　＜労働法律旬報＞Ｎｏ．１１５９－１１６０

水田　勝博

　　ｒボク ：■ソグ競技者の競技力向上に関する研究，ボクサーの体力 ・体格

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１１７２）

１９８６年６月

１９８６年９月

１９８６年４月

１９８６年７月

１９８６年７月

１９８６年７月

１９８６年８月

１９８６年１２月

１９８６年４月

１９８６年６月

１９８６年９月

１９８６年１２月

１９８７年１月

１９８７年２月

１９８７年３月

１９８７年１月
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　に関する研究」＜スポーツ医 ・科学研究》財団法人目本体育協会

ｒポクシング競技者の競技力向上に関する研究，ポクサーのフィットネ

　ス ・スコ アに関する研究」

　　　　　　　　　　＜スポーツ医 ・科学研究＞財団法人目本体育揚会

「ポクシング競技者の競技力向上に関する研究，ポクサーのメンタル ・

　マネージメソトに関する研究」

　　　　　　　　　　＜スポーツ医 ・科学研究＞財団法人目本体育協会

　　　１２１

１９９６年５月

１９８６年５月

１９８６年５月

（ｕ７３）




